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13-４ 問題１ 

長女Ｂ 非居住無制限納税義務者 100,000＋25,000＝125,000 

 

 

解説 

② 被相続人甲が日本国内に住所を有しているとみなされる

ことより、配偶者乙、長男Ａ及び長女Ｂはいずれも非居住

無制限納税義務者となります。 

長女Ｂ 制限納税義務者 100,000 

カナダ国債は、制限納税義務者が取得した国外財産のため課

税対象外 

解説 

② 被相続人甲が日本国内に住所を有しているとみなされる

ことより、配偶者乙及び長男Ａはいずれも非居住無制限納税

義務者となります。 
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13-４ 問題２ 

二男Ｂ 非居住無制限納税義務者 10,000＋20,000＝30,000 

 

解説 

② 被相続人甲が日本国内に住所を有しているとみなされる

ことより、配偶者乙、長男Ａ及び二男Ｂはいずれも非居住

無制限納税義務者となります。 

二男Ｂ 納税義務を負わない 

 

解説 

② 被相続人甲が日本国内に住所を有しているとみなされる

ことより、配偶者乙及び長男Ａはいずれも非居住無制限納

税義務者となります。 
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